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平和を願う「千の灯火」

嫁ケ島万灯会開催
   宍道湖に浮かぶ唯一の島「嫁ケ島（よめがしま）」が、松江市内で初となる国の登録記念物（名勝地関係）に登
録されました。その嫁ケ島を臨む宍道湖岸夕陽スポットで、１１月２９日（日）、NPO法人水の都プロジェクト協
議会（松本修宗専務理事）の呼びかけで「嫁ケ島万灯会」が開催されました。
小松電機産業株式会社　人間自然科学研究所　も昨年に続き参加させていただき、継体天皇、ウィリアム・K・バ
ルトン、周藤彌兵衛翁など「全国・世界の水の偉人」171人の名前と功績を記した灯ろうに火を灯し、神秘的な光
景が宍道湖岸に広がりました。

　昨年は、「全国世界の水の偉人覚醒顕彰祭」として、太陽ホールでの講演・座談会に続き、宍道湖岸・袖師地蔵
前で円成寺の若槻住職・長源寺の岸本住職による護摩祈祷を行いました。
継体天皇はおよそ１500年前、福井県の九頭竜川・足羽川・日野川で大規模な治水を行い三大河川の治水事業で湿
原の干拓に成功しました。
この度、20年の歳月と2000億円をかけ、国・県の合同九頭竜川下流域・農業用水事業でも、先日、発明協会主催
の令和2年度、中国地方発明表彰で中国経済産業局長賞を受賞したクラウド総合水管理システム「やくも水神」の
「クラウド型リアルタイム表示」が全面的に使われました。このように、治水事業は、今も昔も、多くの人たちの
生活に影響し、恵みをもたらし、命の元となっています。

　NPO法人水の都プロジェクトは２０１０年から「嫁が島」の維持管理に取り組むだけでなく島の歴史教育にも力
を入れていらっしゃいます。保全活動を始めて丸１０年の節目のこの日「新型コロナで鬱積した心を癒してほし
い」と松本修宗専務理事は語っておられました。
人々の心に火を灯し、市民の平和を願うこのような活動をこれからも小松電機産業株式会社　人間自然科学研究所
は支援させていただき、全国世界の水の偉人の顕彰を続けていきます。
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関連動画 (9分12秒)
朝日ニュースター　よみがえれニッポン対談番組

万灯会　ダイジェスト動画(1分17秒)

https://www.youtube.com/watch?v=JYzte_2B2xM&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=8LgMpmSotKk&feature=youtu.be
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　長い歴史問題から生まれた国家間対立、近年では深刻な米中対立、核・スマートフォンの爆発的普及、世界を覆
うコロナ禍、とめどもない通貨政策などが重なり、朝鮮半島と日本列島から究極の危機が始まりかねません。

　朝鮮半島の対岸、中海・宍道湖圏域で活動を続けてきた人間自然科学研究所は、「天の時・地の利・人の和」を
得て、「対立から共生の文化へ」転換する「平和・環境・健康」「宗教・政治・経済」「感激・感動・覚醒」を深
く考察、議論、活動を通じて「天命」へと繋がりました。

　朝鮮半島対岸に位置する中海・宍道湖圏域は、核大国の中国・ロシア・アメリカの対立と日本・韓国・北朝鮮の
対立に国内の地域間・世代間・貧富の差の拡大・国家の統治不全も重なり、社会不安が急速に拡大しています。

　このような状況下に、 島根原発三号炉の完成を控えています。

   政略(原則）の上位概念の天略（原理）から、真の地方創生のストーリーを描くことにより、これに関わる方々の
才能が次々と開花し、真の健康寿命を賜る流れが始まると信じています。

編集後記

　小松電機産業は今回の嫁ケ島万灯会への参加をはじめ、さまざまな機会をみつけ社会とのかかわりを深めていま
す。「平和・環境・健康はひとつ」をキーワードにこれから様々な活動が社内外の人々と始まりますが、フランク
で自然体のおつき合いは実は日々おこなわれています。太陽ホールでは松江中海倫理法人会例会へ会場の提供や市
民集会の会場を探して困っていらっしゃる団体に提供していらっしゃいます。明るくきれいな会場で満足頂いてい
るようで、私も参加させていただく会合がありますが、皆さん明るく本社に入ってこられると社員のみなさんも刺
激があるようで楽しく協力されているのが印象的です。
地域と共に企業は存在するという気持ちが一層強くなる瞬間です。
そして太陽ホールには小松電機産業の理念「おもしろ、おかしく、たのしく、ゆかいに」のメッセージが来場のみ
なさんの目にとまります。生きている心が輝くことばとして、わかりやすく、理解しやすく、普通のことばが掲げ
られているメッセージの意味に興味を抱いている方々が多いのも事実です。すべての行動が会社・研究所の信頼と
ファンをつくっていることを忘れてはいけません。

編集人 長谷川泰二

対立から共生の文化へ
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